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2トンの社会 

2050年 

温室効果ガス排出量 

439億トン 
 

2010年 

132億トン 
   ～198億トン 

 

世界人口 

69億人 
 

96億人 
 

一人当たり排出量 

1.4トン 
   ～2.1トン 

 

÷ 

G7エルマウ・サミット首脳宣言(2015年6月） 
最新のIPCCの結果を念頭に、世界全体の温室効果ガス排出削減目標に
向けた共通のビジョンとして、2050年までに2010年比で40%から70%の幅
の上方の削減とすることをUNFCCCの全締約国と共有することを支持 

55%～70％ 
 削減 

出典：IEA及び国連世界人口予測 



一人当たりのCO2排出量 ［2010］ 
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20% 

再生可能エネルギーへの新規投資 2014年 

（総額2702億ドル）  

出典：UNEP (2015) Global Trends in Renewable Energy Investment 2015 
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石炭火力の排出原単位 

天然ガス利用 

石 炭 利 用 



国別研究開発（R&D）費の比較 

R&D費の対GDP比 
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出典：2012 Global R&D Funding Forecast 

円面積は研究開発費の大きさを示す 


